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大
場
正
彦
・
日
本
生
産
性
本
部
主
席
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
話

　
磐
田
信
用
金
庫
で
は
、
非
管
理
職
は
自
身
の
成
長

を
通
じ
て
組
織
に
貢
献
す
る
と
い
う
意
味
合
い
を
込

め
て
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
ベ
ー
ス
の
職
能
資
格
制
度
と

し
、
管
理
職
層
は
組
織
成
長
へ
の
直
接
的
な
貢
献
を

期
待
し
役
割
等
級
を
ベ
ー
ス
と
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
の
制
度
と
し
た
。
な
お
、
管
理
職
層
で
は
、
思
い

切
っ
た
抜
擢
に
よ
る
優
秀
な
人
材
の
登
用
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
信
用
金
庫
で
は
ま
だ
ま
だ
旧
来
型
の
職
能
資
格
制

度
を
運
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
が
、
制
度
改
革

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
は
ダ

ブ
ル
ラ
ダ
ー
や
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
型
の
人
事
制
度
を
導
入
す
る
動
き
が
出
て
き

た
。
優
良
人
材
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
力
（
惹
き
つ
け

る
力
）
と
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
力
（
定
着
力
）
を
高
め
る

た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
に
適
合
し
た
人
事
制

度
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

　
昨
今
、
成
果
主
義
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、

安
易
に
日
本
型
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
捨
て
て
し
ま

っ
て
い
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
考
え
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
組
織
が
決
め
た
方
針
に
従
い
、
与
え
ら
れ
た
職
務

を
ま
じ
め
に
こ
な
す
人
材
の
や
る
気
を
維
持
さ
せ
、

長
期
に
わ
た
っ
て
貢
献
意
欲
を
引
き
出
す
た
め
に

は
、
一
定
レ
ベ
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
は
大
き
な
差
を
つ

け
ず
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
、
あ
る
種
、
年
功
的
な

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
有
効
で
は
な
い
か
。
早
く
か

ら
差
を
つ
け
、
皆
が
ラ
イ
バ
ル
の
よ
う
に
見
え
て
し

ま
う
組
織
で
は
、自
ら
率
先
し
て
助
け
合
う
風
土
や
、

お
互
い
に
教
え
合
う
風
土
の
形
成
は
難
し
い
。

　
長
期
雇
用
を
前
提
に
新
卒
を
メ
イ
ン
で
採
用
し
、

内
部
で
育
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
重
視
す
る
日
本

の
地
域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
成
長
過
程
の
人
材

に
は
、
自
分
の
未
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開
し
て
、
強
い
ミ
ド
ル
層
を
形

成
す
る
こ
と
が
今
後
も
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
一
定
の
能
力
レ
ベ
ル
へ
到
達
後
は
、
右
肩
上
が
り

の
給
与
は
是
正
し
、
そ
こ
か
ら
は
貢
献
度
に
応
じ
た

処
遇
と
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

組
織
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
、
組
織
に
対
し
て
貢
献
意
欲

が
乏
し
い
人
材
に
は
厳
し
く
対
処
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
今
こ
そ
、
多
く
の
従
業
員
が
あ
き
ら
め
な
い
（
あ

き
ら
め
さ
せ
な
い
）
人
事
管
理
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

新人事制度の概要

基軸制度
「総合職」のみの単線型人事制度を「総合職群」「専門職群」「基礎職群」「パ
ートナー職群」の四つの職群制に変更し、コース別管理を導入

等級制度
管理職層は職能資格と役割等級の２本立てとして、期待する役割の明確
化や貢献度に応じた処遇の実現を目指す（非管理職は職能資格のみ）

給与制度
管理職の基本給は「資格給」と「役割給」に再構成（非管理職は「資格給」の
み）し、人事考課の結果や本人の働きぶりをより給与や処遇に反映

評価制度
アウトプット（成果）とプロセス（行動）中心の考課へ見直し。管理職層、監
督職層には新たに目標管理制度を導入

髙
栁
裕
久
・
磐
田
信
用
金

庫
理
事
長
の
話

　
地
域
経
済
と
運
命
共
同

体
で
あ
る
磐
田
信
用
金
庫

は
、
「
地
方
創
生
」
が
叫

ば
れ
る
今
、

あ
ら
た
め
て

経
営
の
基
本

方
針
に
立
ち

戻
り
、
〝
地

域
の
発
展
と

繁
栄
〟
に
率
先
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
不
確
実
性
の
高
い
時

代
に
お
い
て
、
金
庫
が

持
続
的
な
発
展
を
遂
げ

て
い
く
に
は
、
そ
の
道

標
と
な
る
べ
き
経
営
理

念
や
経
営
方
針
、
経
営

戦
略
の
実
現
が
鍵
を
握
っ

て
お
り
、
そ
の
実
現
の
要

と
な
る
「人
」の
重
要
性
は

一
段
と
増
し
て
い
る
。

　
経
営
環
境
・
経
営
課
題

に
適
切
に
対
処
し
、
将
来

を
見
据
え
た
高
収
益
体
質

へ
の
転
換
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
職
員
の
成
長
と

そ
れ
を
体
制
面
か
ら
支
え

る
人
事
制
度
の
抜
本
的
な

改
革
が
不
可
欠
だ
。

　
当
金
庫
で
は
４
月
か

ら
、
３
カ
年
の
「
第
６
次

中
期
経
営
計
画
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。

将
来
に
わ
た
る

持
続
的
な
発
展

の
礎
を
築
く
た

め
に
、
「
営
業

基
盤
の
強
化
」、

「
経
営
管
理
体
制
の
充

実
」、
「収
益
・
生
産
性

の
向
上
」
、
こ
れ
に
加

え
、
「
人
材
育
成
と
魅

力
あ
る
職
場
づ
く
り
の

推
進
」
の
四
つ
を
大
き

な
柱
に
掲
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
た
今
年

度
の
業
務
計
画
で
は
、

「
営
業
基
盤
の
拡
充
を
通

じ
た
収
益
力
の
強
化
」
、

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と

リ
ス
ク
管
理
の
強
化
」
と

と
も
に
、「人
材
育
成
と
活

力
溢
れ
る
職
場
づ
く
り
」

を
掲
げ
て
お
り
、
新
人
事

制
度
の
定
着
や
風
通
し
の

良
い
職
場
の
実
現
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
磐
田
市
、
浜
松
市
、
袋

井
市
な
ど
に
店
舗
を
構
え

る
磐
田
信
用
金
庫
（
本
社

＝
静
岡
県
磐
田
市
）
は
、

４
月
か
ら
新
人
事
制
度
を

導
入
し
た
。

　
新
制
度
で
は
、
求
め
ら

れ
る
人
材
群
ご
と
に
最
適

な
育
成
を
行
い
、
実
力
・

貢
献
度
に
見
合
っ
た
処
遇

に
よ
り
、
「
成
果
獲
得
に

向
け
た
人
材
力
強
化
」
と

「
人
件
費
の
適
正
化
」
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、等
級
制
度
、

賃
金
制
度
、
評
価
制
度
な

ど
を
一
新
し
た
。

　
同
金
庫
で
は
、
昭
和
�

年
に
職
能
資
格
制
度
を
導

入
し
、
平
成
�
年
に
は
給

与
制
度
や
人
事
考
課
制
度

の
見
直
し
を
行
っ
て
き

た
。
旧
制
度
は
、
ラ
イ
ン

管
理
者
と
し
て
高
い
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
目
指
す
こ
と
を

モ
デ
ル
と
し
た

「
総
合
職
」
の

み
の
単
線
型
人

事
制
度
だ
っ
た
が
、
職
種

に
よ
る
報
酬
面
で
の
不
公

平
感
が
生
じ
た
り
、
適
材

適
所
の
人
員
配
置
が
し
に

く
い
、
就
業
意
識
の
変
化

に
対
応
し
に
く
い
と
い
っ

た
問
題
点
が
あ
っ
た
。

　
新
制
度
で
は
こ
れ
を
、

「
総
合
職
群
」
「
専
門
職

群
」
「
基
礎
職
群
」
「
パ

ー
ト
ナ
ー
職
群
」
の
四
つ

の
職
群
制
に
変
更
し
、
職

務
内
容
や
就
業
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
コ
ー
ス
別
管
理
を

導
入
し
た
。
「総
合
職
群
」

と
「
専
門
職
群
」
へ
の
転

換
制
度
は
３
年
に
１
回
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　
新
卒
職
員
は
全
員
「
基

礎
職
群
」
に
位
置
付
け
ら

れ
、
大
卒
４
年
目
、
高
卒

８
年
目
の
時
点
で
、
職
種

非
限
定
の
「
総
合
職
群
」

か
、
営
業
店
窓
口
や
後
方

業
務
等
の
職
種
限
定
の

「
専
門
職
群
」
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
。
非
正
規

職
員
の
う
ち
無
期
雇
用
化

を
希
望
す
る
パ
ー
ト
職
員

は
、
「パ
ー
ト
ナ
ー
職
群
」

に
位
置
付
け
た
。

　
等
級
制
度
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
職
能
資
格
制

度
が
、
年
功
的
な
運
用
に

流
れ
や
す
か
っ
た
こ
と

や
、
等
級
と
担
当
業
務
レ

ベ
ル
に
乖
離
が
生
じ
や
す

く
、
等
級
と
業
績
が
必
ず

し
も
直
結
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

管
理
職
層
は
、
職
能
資
格

と
役
割
等
級
の
２
本
立
て

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

期
待
す
る
役
割
の
明
確
化

や
貢
献
度
に
応
じ
た
処
遇

の
実
現
を
目
指
す
。
　

　
給
与
制
度
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
職
務
・
能
力

・
勤
務
成
績
お
よ
び
年

齢
、
勤
続
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
て
い
た
が
、
年
功
部

分
の
比
率
が
高
い
こ
と

や
、
�
歳
代
前
半
か
ら
本

人
給
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

　
新
制
度
で
は
、
管
理
職

の
基
本
給
は
「
資
格
給
」

と
「
役
割
給
」
に
再
構
成

（
非
管
理
職
は
「資
格
給
」

の
み
）
し
、
人
事
考
課
の

結
果
や
本
人
の
働
き
ぶ
り

が
よ
り
給
与
や
処
遇
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
退
職
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
最
終
給
与
比
例
方
式

で
算
定
し
て
い
る
が
、
退

職
時
の
最
終
給
与
に
連
動

す
る
た
め
に
年
功
的
な
色

彩
が
出
や
す
い
こ
と
や
、

在
籍
期
間
を
通
じ
た
貢
献

度
を
反
映
し
た
も
の
に
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
の
課
題

が
あ
る
。
４
月
か
ら
の
新

制
度
移
行
時
に
は
現
行
制

度
を
継
続
し
て
い
る
が
、

今
後
、
在
職
中
に
お
け
る

職
務
・
職
能
等
級
等
の
累

積
ポ
イ
ン
ト
を
退
職
金
に

反
映
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
制

へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い

る
。

　
評
価
制
度
に
つ
い
て

は
、
考
課
査
定
の
中
心
化

傾
向
が
表
れ
や
す
か
っ
た

こ
と
や
、
考
課
項
目
が
抽

象
的
に
な
り
や
す
く
、
考

課
結
果
に
対
す
る
納
得
性

が
得
に
く
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
（
成
果
）
と
プ
ロ
セ

ス
（
行
動
）
中
心
の
考
課

へ
と
見
直
し
、
そ
の
達
成

度
・
充
足
度
・
発
揮
度
を

評
価
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
管
理
職
層
、
監

督
者
層
以
上
に
は
新
た
に

目
標
管
理
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
し
た
。
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
は
原
則
と
し
て
目

標
管
理
に
よ
る
目
標
達
成

度
を
評
価
す
る
。
プ
ロ
セ

ス
は
管
理
職
の
場
合
は
役

割
遂
行
度
を
評
価
し
、
非

管
理
職
は
発
揮
能
力
を
評

価
す
る
。

　
「
新
制
度
の
導
入
に
よ

っ
て
、
職
員
の
意
識
が
変

わ
っ
て
、意
欲
的
に
な
り
、

生
産
性
が
上
が
っ
て
、
そ

れ
が
金
庫
の
収
益
に
結
び

付
く
と
い
う
好
循
環
を
期

待
し
て
い
る
。
今
後
は
、

新
制
度
の
運
用
、
定
着
を

し
っ
か
り
図
っ
て
い
き
た

い
」
（
竹
下
篤
・
総
務
人

事
部
長
）
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

◇

　
記
事
の
問
い
合
わ
せ

は
、
日
本
生
産
性
本
部
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
、
電

話
�
（
３
４
０
９
）
１
１

３
０
ま
で
。


